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アイスエイジには陸化していた豪州グレートバリアリーフの写真



アイスエイジ（最終氷期）と現在の世界地図

巨大な大陸氷床の存在
=> 海水準の低下？



海水準：実は様々な要因で変化

Yokoyama and Purcell, 2021 



陸続きだったオーストラリア(AUS)
とパプアニューギニア(PNG)

アイスエイジ 現在 濃緑の部分まで陸だった
グレートバリアリーフ
←

(Yokoyama et al., 2001 Quat Int, Ishiwa, 
Yokoyama et al., 2021 QSR))

(Yokoyama et al., 
2018 Nature)

ヒトは歩いて渡れた？！
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グレートバリアリーフの
海面下に残るアイスエイ
ジの海岸線（サンゴ礁）
の証拠 (Yokoyama et al., 2018 
Nature)
↓

現在の
海岸線

-80mに残るアイス
エイジの海岸線

-100mに残るアイ
スエイジの海岸線



Yokoyama et al., (2022) Nature Communication

白熱するかつての海水準の議論

ミッシングアイス問題→海水準は低かったか高かったか

海峡を歩いて渡れたかどうかという問題とも関連


